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思考や行動を制御する神秘的な機能をもつ脳は生命において重要な役割を担っているが，まだ

理解できていない部分が多い。脳機能や脳神経回路を理解することはヒトという存在を理解する

ための大きな課題であるとともに，脳に関連する病気や精神的疾患などへの医療応用においても

重要である。また最近注目される人工知能への貢献についても期待できる。脳機能を理解するた

めの技術として，遺伝子工学的に光受容たんぱく質を発現する技術(光遺伝学)が神経科学分野にお

いて注目を集めている。神経細胞に光照射することで神経細胞を人為的に活性化もしくは不活性

化できるため，脳神経機能と行動や記憶などの関連性が明らかになりつつあるが，更に高度な脳

神経回路の理解のためには脳領域間や脳層間における脳神経の関係性を明らかにしなければなら

ない。そこで脳がもつ複雑な神経活動を模倣するために，複数の位置の異なる神経細胞を自在に

制御する技術(アンサンブル光刺激)が求められる。これまで細胞への光照射は光ファイバを用いて

きたが，この光刺激手法では深さ方向(脳層間)や面内方向(脳領域間)への多点での光刺激は困難で

ある。そこで最近注目されるが，マイクロ LED を用いた光刺激プローブである。マイクロ LED

では任意の位置に LEDを配置することは容易であり，光遺伝学に求められるアンサンブル光刺激

を実現する新たなツールとなりうる。本講演では，これまで解析が困難であった大脳皮質などの

多層構造をもつ脳領域を標的とした高い空間分解能で多点光刺激を可能にする針型 LED プロー

ブと面内方向に対して多点刺激可能なマイクロLEDアレイプローブの 2つの新しい光刺激ツール

について紹介する。 
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Fig. 1 Needle-shape neural MicroLED probe 
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Fig. 2 Neural LED array probe 
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